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次世代型キャリア教育のデザインに向けたアクティプラーニングの開発と評価

~起業家育成プログラムからの知見~

大角玉樹

(要旨)

本稿の目的は、起業家プログラムの観察から得られた知見を参考に、実効性の高い先進的な

アクテイプラーニング・プログラムを開発・実践し、次世代型キャリア教育モデルをデザイン

するための基本的なアイデアを整理することである。それらを基盤としながら、将来的には、

「レジリエンス(強靭さ、失敗から立ち直る力)Jと創造力の醸成に有効な起業家育成プログラ

ムの成果と「文脈的な教授・学習(C T L : Contextual Teaching & Learning) Jの理念を取り入れ、
専門教育とキャリア教育の一体化を図ることにより、 21世紀型能力とされる「生きる力j、「イ

ノベーションを創出する力jを自然に修得できる、科学的根拠に基づいた次世代型キャリア教

育(キャリア教育3.0)の構築と検証、及び標準化を試みたいと考えている。

本学においても、平成25年度より、琉球大学産学官連携推進機構及び起業コンサルタント

と連携して開設した共通科目「ベンチャー起業入門jが、本年度3年目を迎えた。第一期の受

講生から学生起業が二件生まれるという成果はあったものの、同科目履修を前提とした「ベン

チャー起業実践Jを継続受講する学生が非常に少ないことが諜題の一つになっている。また、
特別な予算がなくても、持続可能な講義にするための協議を行った結果、平成27年度は、世

界的に展開されている起業体験イベントである、"St制 upWeekend"と連携した、産学官民連

携型の講義デザインとなった。

本稿では、本年度の講義デザインとプロセス、アンケート結果を振り返り、 21世紀型能力

の修得を促進する次世代型キャリア教育モデル、すなわちキャリア教育3.0を構築していく

ためのヒントを探りたい。 StartupWeekendは、洗練された起業家育成プログラムであり、ま

さに能動的なアクテイプラーニングであるだけではなく、短期間に、一生忘れられない学びを

体験するデイープ・ラーニングの要素も含まれている。これを契機に、専門科目とキャリア教

育の一元化を図り、アクテイプラーニングという講義形態だけではなく、講義の質の深化につ

ながるデイープ・アクテイプラーニングの先進的なプログラム開発も試みたい。
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次世代型キャリア教育のデザインに向けたアクテイプラーニングの開発と評価

~起業家育成プログラムからの知見~

大角玉樹

1 .序

本稿の目的は、起業家プログラムの観察から得られた知見を参考に、実効性の高い先進的な

アクテイプラーニング・プログラムを開発・実践し、次世代型キャリア教育モデルをデザイン

するための基本的なアイデアを整理することである。将来的には、それらを基盤としながら、「レ

ジリエンス(強靭さ、失敗から立ち直る力)Jと創造力の醸成に有効な起業家育成プログラム
の成果と「文脈的な教授・学習(CT L : Conlextual Teaching & Learning) J (il， 1)の理念を取り入れ、
専門教育とキャリア教育の一体化を図ることにより、 21世紀型能力とされる「生きる力J、「イ
ノベーションを創出する力Jを自然に修得できる、科学的根拠に基づいた次世代型キャリア教
育(キャリア教育3.0)の構築と検証、及び標準化を試みたいと考えている。

筆者は、文部科学省就業力GP事業(推進責任者)、産業界ニーズGP事業、及び本学の中

期目標達成経費事業において、アクティブラーニングを基盤とする沖縄型キャリア開発プログ

ラムの開発・検証を行ってきた。また、沖縄県の起業家人材育成事業と述携して、産学官民協

働による起業家育成プログラムを実施・検証している。これまでの関係者との議論において、

(a)学部専門教育とキャリア教育の講離、 (b)高次のアクテイプラーニングの企画運営の困難性、

及び、 (c)起業家教育とキャリア教育の一元化、の三つが喫緊の課題として指摘された。

(a)については、学習内容をリアルな生活と関連付けてアカデミックな学習への動機づけを高

めるCTLや、教科学習と学生のキャリア目標に関連する分野での就業体験を融合する「コー

オプ教育j(i12}に関する調査研究を進めることが有用であろう。 (b)については、アクテイプラー

ニングの手法を体系化・標準化し、大学や地域の特性に応じて、無理なく実施可能な講義デザ

インと支援体制の構築につながる調査研究が必要となる。 (c)については、例えば、世界で広

く実施されている国際標準の起業体験プログラム、 StartupWeekendを教育学、行動科学、心

理学、経営学、統計学、脳科学等の複合的視点から分析・評価し、効果を明らかにした上で、

キャリア教育に収赦していく方向性が考えられる。これにより、生涯に渡る深い学び=Deep 

Learningの科学的解明にもつながるだろう。

起業家教育とキャリア教育とは共通する部分が多く、例えば、本学の起業家育成プログラ

ムを併用した普天間高校の取組みは、平成26年度の優秀キャリア教育事例として全国表彰さ

れた。 (il:3)内容を概観したところ、能動的かっ質の高い、「デイープ・アクテイプラーニングj

の構成要素の多くを含んでいるプログラムと推察される。

一方で、起業家教育は、「起業するための教育、ベンチャーを起こすための教育jと勘違い

されていることが多く、経済産業省による政策的な推進にも関わらず、教育機関での普及は、
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キャリア教育ほどではなさそうである。キャリア教育と言いながら、内容は起業家プログラム

を実施していることさえある。英語の“entrep陀neur"や..entrep陀neurship"が、それぞれ「起

業家j、「起業家精神Jと翻訳されてしまったがために、いまだに誤解や偏見が多いようである。
あくまでも、起業家教育は、起業家的なモノの見方や考え方、行動特性、すなわち起業家精神

を修得するための経済教育であり、その延長線上に、実際の起業やベンチャーがあることを教

育関係者に理解して頂くことが難しいようである。

このような状況の中、平成25年度より、琉球大学産学官連携推進機構及び起業コンサルタ

ントと連携して開設した共通科目「ベンチャー起業入門jが、本年度3年目を迎えた。第一期

の受講生から学生起業が二件生まれるという成果はあったものの、同科目履修を前提とした「ベ

ンチャー起業実践jも継続受講する学生が非常に少ないことが課題の一つになっている。また、

特別な予算がなくても、持続可能な講義にするための協議を行った結果、平成 27年度は、世

界的に展開されている起業体験イベントである、..Startup Weekend"と連携した、産学官民連

携型の講義デザインとなった。

本稿では、本年度の講義デザインとプロセス、アンケート結果を振り返り、 21世紀型能力

の修得を促進する次世代型キャリア教育モデル、すなわちキャリア教育3.0を構築していく

ためのヒントを探りたい。 StartupWeekendは、洗練された起業家育成プログラムであり、ま

さに能動的なアクテイプラーニングであるだけではなく、短期間に、一生忘れられない学びを

体験するデイープ・ラーニングの要素も含まれている。今後、専門科目とキャリア教育の一元

化を図り、アクテイプラーニングという講義形態だけではなく、講義の質の深化につながる

デイープ・アクテイブラーニングの先進的なプログラム開発も試みたい。

n .大学教育改革とキャリア教育 (il:4) 

①大学教育改草とアクティブラーニング{川)

大学教育改革の一環として、アクテイプラーニングの導入が推奨されている。平成26年度

文部科学省事業[大学教育再生加速プログラムjにおいてもアクテイプラーニングがテーマの

ーっとして掲げられ、 46件47大学が採択されている。 (il'6)筆者も、同プログラウの公募説明

会に参加したが、求められる内容が高度であり、とりわけ、特定の教員だけが取り組むのでは

なく、全学的な取組みであることが条件となっていたため応募を見送った。従来のGP事業と

は異なり、学長のリーダーシップが求められる全学的な取組みであり、本学の現状を鑑みると

断念せざるを得ないプログラムであった。

しかしながら、就業力GP、産業界ニーズGP、及び琉球大学中期目標達成経費事業を通じ

て、全学的な先導モデルの開発を目的に、様々な形態のアクテイプラーニングに取り組んでき

たことから、現在も高度化に向けた努力を続けている。参考までに、中期目標達成経費事業で

の取組み内容は表1に整理した通りである。
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表 1. 中期目標達成経費事業

事業年度 事業名 概要

教育改革の一環として、全学的なキャリア支援

平成20年度
先進的キャリア支援体計，IJの 体的IJの先導モデルを展開し、結果として平成

構築事業 22年度文部科学:省大学生の就業力育成支援事

業に採択された。

沖純で不足している会計・金融分野の人材育成

平成22年度
会計 ・金融を中核とした観 を目標とした教材開発と実務家によるセ ミナ

光 ・経営人材-育成支援事業 ←附行うとともに 州 Cla吋活用し |

たe-Iearning開発に着手した。

観光経営に焦点仏てた理論実践一体型 l

平成23年度
e-learningを活用した観 プログラムの開発と実践を行い、観光分野の高

光 ・経営人材育成支援事業 付加価値化とサービス・イノベーション創出を

目的としたe-Iearningの開発と改善を行った。

琉球大学の定める学士力、就業力、及び学科の

学士カ (URGCC)と就
提供する専門科目群の整合性を図り、学修課程 l

の巾で若・実にキャリア形成ができるよう、支援
平成24年度 業力の相乗効果を目指した

体制を整えた。社会が必要とするコンピテンシ
キャリア形成支援卒業

ーと汎用スキノレが一元的に修得で、きるアクテ

ィブラーニングも開始。

e-lcarning等の情報リテラ 。lcarning教材のパージョンアップを行うと
シーを活用した、学生の就 ともに、反転授業の試行を含む講義内容の改善

平成25年度 業力向上と起業家マインド を行った。全学的なアクティブラーニング展開

育成を目指した人材育成支 の先導モデ、ノレとして、起業家と連携した 「ベン

媛事業 チャー起業講座J(共通科目)を開設。

従来の取組みを活かし、[自ら考えて行動するj

学生の自立的 ・自律的な学 学生育成支媛の環境整備を行った。ICT及び

平成26年度 びを支援するための環境盤 学習環境の整備、キャリア教育3.0を目標と

的事業 したディープ ・アクティブラーニングの試行、

高度職業人育成支援体制の強化を行った。

就業力 GP及び産業界 GPの成果を基に、喫緊

グローパル化に対応した次
の課題であるグローパノレ人材の育成プログラ

ムの開発に着手し、沖縄県に求められているサ
平成27年度 世代型サービス ・プロフェ

ーピス分野に特化した実践的教育プログラム
ッシ ::1ナル人材77成事業

を試行。アクティブラーニングの高度化にも取

り組んでいる。
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表 lからもわかるように、平成24年度からアクテイブラーニ ングの開発、 実施、体系化に

取組んでいる。とりわけ一生忘れられない深い学びと休験の修得については、筆者が所属する

産業経営学科の特性を活かした「ベンチャー起業講座」において笑施し、デイープ ・アクテイ

ブラーニングの先導モデルとなっている。また、起業家育成プログラムとキャリア教育の一元

化を図ろうとしていることが特色のーっとなっている。今後は、この取組みを、教育学、行動

科学、心理学、経営学、政策科学、脳科学等の複合的視点から評価 ・分析を行い、科学的根拠

に基づいたプログラムを開発していく 予定である。

② 次世代型キャ リア教育~キャ リア教育3.0"""

筆者は、 キャリア教育を、主に就職活動支援を目的としたキャ リア教育1.0、社会的 ・職

業的自立のための汎用スキルの修得を目的としたキャ リア教育2. 0、と区別している。実際

には、学部本来の専門教育が疎かになり 、過度にキャ リア教育 1. 0に偏っていることや単に

キャリア という名称、を冠しただけの実体のない科目の増大から、「キャ リア教育汚染jと批判

したこともある。悦7)

今後目指すべき方向性としては、21世紀型能力の修得を目指した、質の保証されたアクテイ

ブラーニ ングの展開が考えられる。また、現在のキャリア教育が産業界ニーズに偏っており 、

1 970 年代に、アメリカの国立教育研究所が提唱した 、 学校を ïl~1核とするキャリア教育、家庭 ・

地域社会を中核としたキャリア教育、 家族を中核とするキャ リア教育が欠落している。(il:S)雇

用主の観点からの産業界寄りのキャリア教育(エンプロイヤビリティの修符)=就職活動支援

が主体となっている現状では、研究者が中心の大学教員の理解を何ーるのは難しいのではないか

と考えられる。

~:Ilの活用能力を高めるアクティブラーニングを基盤として、アメリカ国立教育研究所が提HB

したように、よ り幅広く 、また現実を反映したライフキャリア、ライフコースを包摂した教育

モデルを仮にキャリア教育3.0とし、次世代型キャリア教育のイメージを整埋したものが図

lである。

図1.次世代型キャリア教育のイメーラ(筆者作成)

地域特性を活かした起業家育成教育 (起業家精神の修得)
Ul¥唱え心 ・レジリエシス(強靭さ ・回復力) ・イノペーションfi11出力

一般的なアクティブラ一二ング
(参画型・能動型学習)

"....""'_'.-ー 高次のアクテイブラ一二ング 、九¥
( PSLIこ代表される課題解決裂学習) 、
ディープ・アクティブラー=ング

ム ーこここ ー一一一一一一一三

産学富民協働によるキャリア教育3.0プログラム

¥ キャリア教育と起業家育成教育の共進化(相鰍果) / 

脈的な教授・学習(C T L: Contextual Teaching & Learning) 
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序でも触れたと おり、これ

までのキャリア教育、起業家

育成教育の諜題 として、 (a)学

部専門教育とキャ リア教育が

ヨlEl~lt し 、 狭い ~~~:r床でのキャリ

ア教育偏重になりつつある現

状、 (b)高次のアクテイブラ ー

ニング企画運営の困難性や教

員の理解不足、及び、(c)挑戦心、

レジリ エンス、創造性を育む

起業家育成教育との融合が指

掠jされている。

(a)については、アカデミッ
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クな教科学習への動機付けのために、学習内容をリアルな生活と関連付けるCTLや、教科学
習と学生のキャリア目標に関連する分野での就業体験を融合する「コーオプ教育Jに関する実
践例を参考にしつつ、学部専門教育との一元化を図りたい。

(b)については、誰にでも容易に導入できる一般的なアクテイプラーニング、 PBLに代表さ

れる高次のアクテイプラーニングを体系化し、標準化するとともに、個々の教員の負担を軽減

するために、産学官民の連携がとりやすい支援体制を構築することで対応できそうである。と

りわけ、本稿で紹介する StartupWeekendは、産学官民の多様なオーガナイザーやファシリテー

ターが存在しており、急速に全国展開していることから、 PBLの一環として連携するプログ

ラムとして検討しても良いのではないだろうかc

(c)については、従来のキャリア教育と起業家育成教育の特性を比較検討し、別々のプログラ

ムとして実施するのではなく、両者の相乗効果が得られるようなプログラムを開発、実践、検

証を行いたい。省庁や提唱機関によって、キャリア教育と起業家教育に対する概念や手法が徒

に混乱していることから、例えば、 f起業家教育導入実践の手引きJ(2007年)では、これら
の整理を試みており、大いに参考になるだろう。また、起業家プログラムの効果の検証を、教

育学、行動科学、心理学、経営学、政策科学、脳科学等から複合的に行うことにより、経験に

頼りがちであったプログラムの科学的根拠を明らかにすることができるだろう。

m.平成27年度起業家育成プログラムの評価

平成27年度の「ベンチャー起業入門」は、過去二回の実践結果を踏まえて、世界標準とも

いえる起業体験イベント、StartupWeekendと連携して行った。本講義は、実際の起業ではなく、

「起業家精神Jの修得を目的としており、リーンスタートアップの手法を採用していたことから、
同じ理念と手法で実施されている、 StartupWeekend Okinawaと協働することとなった。また、

同プログラムには、学生だけではなく、多様な社会人が参加することから、 21世紀型能力の

修得に適していると考えられる。

① 参加学生に対するアンケート結果

今回は、 70名の定員で募集し、結果として、学生32名、社会人等34名の参加となった。

本稿では、講義の一環として参加した本学学生32名のアンケートを分析する。アンケートは、

後日、個別のインタビューも行うため、記名式とした。

表2から表 10までが、今回の主な質問項目を整理したものである。男女別では男性24名、

女性8名で、参加前に StartupWeekendを知っていた学生はわずか5名であった。産業経営学

科の提供科目ということもあり、同学科の学生が最も多いが、共通科目なので、全学部、全学

年の学生が受講していた。受講理由として肢も多いのが、「起業に関心があるJ25名で、次いで、
「役に立ちそうだからJ、「オリエンテーションを聞いて」、がそれぞれ 10名であった。昨年度、
厳しいオリエンテーションを行った結果、受講生が激減した反省を踏まえ、本年度は、できる

だけモチベーションと関心を高めるように工夫したことが影響しているようである。

表には掲載していないが、今回のプログラムは、いきなり本番を迎えると混乱する可能性が
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あることから、中前にご回のプレイベント(J:.I曜日開催)を実施している。シラパスには、三

1111のうちl!if止2IIIIは参加するように指示しており、結果として、 一回目が25名、二回目と三

I~JI Iこ|は 24 名の参加で、比較的抗jv 、山席率であった。

この税義の目的と StartllpWeekenclの目的は、起業することではなく(もちろん将来起業す

ることもliir提で‘あるが)、起業家精子111(enlreprenellrship)の醸成、起業家の育成にある。起業家
紛争11というのは一般的に、起業家のモノの見方や考え方(マインドセット)と行動特性の両方

を合むと考えられている。今阿受講して、起業家精判lを身につける講義内容だったと思います

か?というIHJv、には、「強くそう思うJ22名、 「そう思うJ9名を合わせると 31名であり、ほ
ぽ講義|ヰ的を達成する|旦i答であった。(表 6)

修科できるスキルを示すために、社会人基礎力に|到する資料を紹介したうえで、「最近、大

学教育のJIJで社会人基礎力を修得する事が推奨されるようになっています。今回の講義で身に

{寸ける引ができると忠われる社会人基礎力を 5点満点で計自liして下さい。」という質問の回答

が点7である。学生にとっては、社会人法能力という用語は初めてのようであったが、主観的

ではあるものの、おおむね全ての社会人基礎ブJと誹義で修得可能な能力と関連性が強いと感じ

たようである。これに関連して、講義市jに比べて、大きくなったと感じる社会人基礎力を複数

問符で符えてもらったところ、上位は、 f実行ブJJr創造力jがそれぞれ 19名、 f主体性Jが
18名であった。

講義の出1JEJ立については、「非常に満足J25名、「満足J5名、「どちらかといえば満足J3名と、
全只とまではいかないが、概ね満足度・の市い講義で、あった。不満、未回答の学生を個別にチェッ

クしたところ、未IrrJ容は、講義のメールのチェックを怠り、結果として本番に参加できなかっ

た学生 3名であり、不iitiと凹符したのは、講義内容そのものではなく 、参加者のモチベーショ

ンが非常にitiく、万四気に恒例されたことによるものであった。起業家的な資質や行動に合わ

ない性絡の学生だ、ったかもしれない。

この講義を他の学生に薦めるかという間いには、「絶対薦めるJ20名、「薦めるJ9名と大半
が-j'j-iEfI0であった。「絶対に日!なめないjと回特した 1:名は、上述の不満と回答した学生である。

表2.男女別 表 4.受講生の所属学部 ・学科

男女別 人数 割合 学部 ・学科 人数

男 24 75弘 観光産業科学部産業経営学科 11 

女 8 25% 観光産業科学部観光科学科 5 

医学部医学科

表3.学年 理学部数理科学科 2 

人数 理学部物質地球科学科 2 

1壬手 7 工学部情報工学科・

21'1三 14 工学部環境建設工学科 4 

3チ1三 8 法文学部総合社会システム学科 3 

4年 3 法文学部人間科学科

j良学部亜熱帯地域農学科
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長 5.受，前理I.b (複数回答)

受講理由 人数 割合

起喰にI~I心があった 25 78.1% 

役に立ちそうだから 10 32.0% 

オリ エンテーションをIJH¥，、て 10 山%

楽そうだから 8 25.0% 

シラパスを読んで 6 18.8% 

ru ct 1 J~~，淀で行われるから コ 15.6% 

友人が受講するから 4 12.5% 

一

N.6.起業家紛糾iの修得

人数 割合

強くそう思う 22 68.8% 

そう思う 9 29.1% 

どちらともいえない 3.1% 

あ主りそう思ねない 。0% 
広三う忠わない 。0% 

氏7. 社会人基礎力との関係 (5点満点)

社会人i&礎力 5点 4点 3点 2点 l点

主体性 18 12 2 。 。
一
{動きかけノJ 20 9 2 。
一
実行)J 22 9 。 。
一
課題発凡ノJ 23 6 3 。 。
一
，11-阿力 17 10 3 。

ー

創造ノJ 20 9 ヲ 。
ーー

発f，i)J 13 15 ヲ つ 。
一
(頃i隠ノJ 17 9 コ 。
一
系軟性 15 10 7 。 。
一 ..-
状況肥iJiUJ 16 8 7 。

_.-
焼lItfl: 13 8 7 。
ト一一 . 一
ストレA :-Jント 11-;レノJ 9 7 12 4 。
'- 一
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表 8.身についた社会人基礎力(複数回答)

社会人基礎カ 人数

実行力 19 

創造力 19 

主体性 18 

計画力 16 

線地.発見力 16 

状況抱握力 15 

表 9.講義の満足度

満足度 人数 割合

非常に満足 20 ω%  

満足 5 15.6% 

どちらかといえば満足 3 9.4% 

どちらかといえば不満 。0% 
不満 3.1% 

非常に不満 。0% 
来回答 3 9.4% 

表 10.他の学生に薦めるか?

人数 割合

5~\ く i絡め る 20 62.5% 

~める 9 29.1% 

どちらともいえない 3.1% 

lFJめない 3.1% 

絶対に関めない 3.1% 
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② 学生アンケートの自由記述

アンケートでは、 I~IIII記述側に 400 字程度を目安に感想やコメントを記入してもらった。こ

こでは、回答を原文のまま紹介しておきたい。

回答

起業という・つの働き )jを):11る・Jcができた・Jcが'$大きな気づきだと感じました。ただ、ピジコンとかとの差をあまり

感じなかったのが、少し残念でした。社会人の)j々 と自立見を交わすきっかけにもなり、自分の足りないところがたくさ

ん見えた・J~がよかったです。今1"1は残念ながら負けてしまいましたが、次はもっとアイディアをプラッシュアップし、

ビジネスプランをしっかり組み、・'，:てていく・Jcで勝つ・Jcができればいいなと考えています。その結果、起業につながる学

びを得られればと思いす。

二の治義に参加l して、 I止りlはすごい駁11~ して、 Jg-比もアイディアも iIうことが出来なかったけど、グループワークをrt1

心としたスタイルであったため、段々と姥Jできるようになった。なので、 1'1分の発信jJや積極性が講義を受ける前に

比べ、とても尚まったと感じるc 講義には沢山の社会人やアドバイザーの)jがL、て、こんなに身近に大人と接して、デ

イスカッションする機会など令.くなかったため、松には考えもつかなかったような怠見もあり、沢山の気づきがあった。

そのおかげで、新しい35-えの持似点をみつけることができたり、 n分と央.なる意見も逆に勉強になることが多かった。

スタートアップの本需では、担、っていた以 i:iこ大変でチームワークの大切さを学んだ。ひとりひとりが自分の役割を責

任もってやることで、発表は成功に終わるニとができたし、辛口な.0:見もあったりしたが、とても勉強になった。起業

する人-変さをすべて知ることは111米なかったけれども、実際の起業家さんとの交流もあり、いい経験ができたc改善点、

としては、プレイベントの時1111が制かかったため、アイデアを起業につなげるために経常戦略を考えるのがとても大変

でした。

人IIIJを4つの純制に分けるとする①やる%があって能力のある人1111<IDやる気があって能力のない人間③やる気がな

くて能力のある人IIIJ@やる%がなくて能力のない人IIIJ)，~本的に二の講義に参加する人はおそらく②のタイプの人間

が 'f時多いと思われる。この講義でのみならいし、かもしれなL、が、@のタイプは実社会だと本人だけ空回りして迷惑な

ことこの 1:ない。 あまりやる%があるのも吟えすぎだなと思った。 1'1分の能力を客観的に把握し、それに応じたやる

%が必要だなと思った。 11本人としては、このような誠成さが必嵯だと思った。

友述に説われてがlill説明会に参)JII しこの‘議筏の{l(Eを知り、入;角先生が r~際に参加してみてください。もし、それが

失敗であってもあとあと、うたい訴になる。だから、挑戦してくださいc Jという言葉を聞いてこの講義に挑戦してみよ

うと思いました。そして、文・|燃に参加してみたらこれまで!'J分が知らなかった知識を教えてもらい、これまで受けてこ

なかった体験をしました。また、ニの体験はニこで終わるものではなく次の1;1分の新たなステップにつなげる知識や体
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験になっており、本当にこの講義をうけてよかったと思いました。また、この講義のスタートアップウィークエンドは

継続して参加していくことがif(要であるので、またこの成義を受活したいと思います。

私はこの講義をiIIiして、起業とは何かをJH-人なりに考え悩みぬいたと思います。 J此初の startupwcckcndに参加した

際に同じ大学の先輩が大学生の内に起業をしていて、さらにしっかりとした将米性がある事にとても驚きました。私と

2つ程しか変わらないまだ社会にもtJlていない人がこニまでの成功を成し遂げるのかと非常に勇気を民えました。この

講義を終えてから私の起業に対する考え方はより・肘大きなものになり具体制iが而まってきました。またこのような実

業家の方と府接会えるような機会はそう多くないと.也、いますのでU:JI:この体験を今後の人生に活かしていきたいと思

し、ます。

第一同のプレイベントしか参加fI¥:ll<:ませんでしたけど、起業ということに対して自分で揃いていた忽像とは違って、起

業とはヤル34iと行動力があれば111来る、ということに気づかされました。特に、今大学生で起業している人がいること

にピックりしました。その反1Mその人にあって1'1分になb、ものを気づかされました。ねは、 1=1ではiJえるが行動にする

のに少し時IlIli.l'かかります。でも、その人は1'1分のf，i念をL'tき行動して起業に成功しているのだと思いました。私は建

築士を目指して勉強していますが、将米自分の 'J~務所を持ちたいと思っています。なので、この授業を受けて本当に良

かったとおもいますc ありがとうございます。

私は、去年この講義内で行われてた四角さんと大/(1教段のトークライプを見に行き、大角教授の話や考えにすごく悲か

れ、来年はこの講義を取ろう!と決めて、今(i:i)講義に参加しました。今(，，)はSTAlnUP \l'EEEKE~D とのタイアップという

形でしたが、イベントを終えての感釦は、悔しいの気持ちしかありませんでした。私のグループは全Hがハスラーとい

うことで、全貝が怠見を推し進めて、チームを統制する人がJfl~ もいなくて、方向性のないまま、課題解決に進み、それ

が間違っているということに気付b、た時にはJUII現に間に合わないところまで.illiめてしまっていました。また、時間配分

を行う人もいなくてそこもまた反省点でした。起業するには、やはりチーム内でのnJ分の役割を確認、することと、バラ

ンス本当に重要になることと、時1111の立滋を持つことを身を以て経験できました。今回、今までの1'1分では経験できな

かった経験をして、 n分がいかになににも興味をぷさす、考えもせす"1:きていることに気付く二とができました。起業

は、どれぐらい身の回りのことに興味を持ち、勾えているかがカギとなっているとイベントを通して得ることができた

ので、意識していきたいですー

私は今岡の講義で、初めて芯:欲あふれる社会人のか々と知り合う・J~が 111米ました。そこで社会人の方々と私の知識盆や

技能の差を肌で感じる・l~ができました。 それによって、いままで、議義や.iliでだけIUIいていた社会が求める「やる気

のある人HJや、 r~:t!.t)]や表現)Jのある人材J といった暖昧なものが、 n分の 11 1て・具体的な像になった 'Jçを感じまし

た。 そして、何よりも自分に足りない知識や技能を知る‘J~で、これからの大学の '1 {Io聞でn分が知っておくべき、や

っておくべき事がわかってきた事が、この講義の・併の成長だと平1‘は思います。 あえて改時点を挙げるなら、やはり

時聞がもっと欲しいと感じたので、以前やっていたという術的しながらのstartupwcckcnd の方が良いと思います。
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3 A 11111吉に思巧を続けることは、大学生活では慣れておらず、 liJ'iが焔くなるほど辛かったです。しかし、チームで課題

解決のために、 ディスカッションを続ける過稗は、 n:剣な楽しさがあり A~ri:iの体験となりました。 今[1'[Startup 

weekendの側人的なM行点l士、思考を続ける中で解決したいIUJ凶がどんどん溢れて、課題がブレてしまったことです。

頭の中だけで符えてしまうと、思考が散らかつて、[，i[じ，目、』5-のサイクルを続けてしまうので、考えたことを常に紙に川

き、頭の中で思々のサイクルを続けないニとが必要だと思いました 3 そして、今回の StartupIVcckcndでの 1m:・の収絡

はイベント後も集まってプレストを続けられる {'1111lJを t~}たことで寸\イベント後も課題探求を続けることが大・J~だと思

うので、次[u)以降の Start叩 wcckend でもイベント後もチームでm:~ ることを強く推奨して欲しいです。ありがとうご

ざいましたっ

自分自身、起業n体に興味はあったが、本を読むことくらいしかせずに特に何かをやってきたわけではなかった。実際

最初は他人と-締IこMかすることは億劫であると待えており、殺蝕したけれどもあまり乗り気でなかった。けれども参

加していき、いろんな考えと111会ううちにどんどん1:体的になっていったの M後の本誌の二日間はチームのJfえのずれ

や、ターゲット肘が少なく|づ〉なアンケートが取れなかったりといろいろなJf労は、あったが作りきった後は大きな述

成感があり、今思うと充実していたと感じた。やはり!'I分で主体的に動いて行動しようやく理解できるようなこともあ

るのでこのような綬業をどんどん取り入れてほしいと感じた。大変だけれどとてもためになる授業だった。

学内で1iう講義とiil;い、外部実施なのでワクワク感が違いましたヲそして、非常の良いストレスが加わるのでn強的に

動くニと(主体性)が身につくと思う。良いストレスとは、{也I'(:i"司;，yt科の人、学外の人、社会人と触れ、全Llのパックグ

ラウンド関係なくプラットな状態で 1つのプロジェクトに取り組むことが司能で、かっ初対面でグループを組んで311

後には結果を111さないといけない状態のことです。

【改善点】プレイベントのコメントのところでも述べたが、テーγli生定(AIIfor Okinawa)が創造)Jの妨げになってい

るのではなb 、かと感じた。)，~~(I(Jに学生が持っている的知(主体的にi，r，- ~~l していない場合)は社会人より少ないであろう

{大学生が持っている沖制の附械、社会人が持っているi'!'制の仙械の逃い)0なので、 「沖縄の課題解決jから暁がる創

造の伎が少なくなってしまい、別刷になったのではなb、かと思う"1'1分が持っている「課題」が沖縄のためになるのか?

という障壁を無く寸-と1'1111なアイディアが増えると思う内

プレイベントから startupweckcndのすべての授業に参加した感;¥!.¥はとても有意義な時聞を過ごすことができ、参加

してよかったです。 プレイベントでは熱怠あふれる起業家のぷや沖制の課題解決に取り組んでいる社会人のかの訴を

聞くことができ、非常に刺激を受け身えさせられることが多々ありました。私が一番講師の方の話で印象に残っている

言葉が「成功の反対はまだ成功していなし、JとL、う立葉です。此験や何か大きなことに取り組むとき、この立東を担、い

/11しうまくし、かなかったり投げUIしそうになったりしても「まだ成功の純過段階だjと自分に言い聞かせ成功するまで

何度でも挑戦しようとおもいました。 また、 startupw凹 kcndでI;U1:会人のjjとアイディアを考えるなかで隙々な立

見や毎ーえを1m くことができました③それにより、自分にないもの (~llhiの述成に向けた計画の立て方、役~';1J分知の11:か)

などを見ることができ、とても勉強になりました9
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今回初めてひとつの問題に対して長時1111考えてみて11:11'(とても昨しかった。その'11でも一掃:学かったことは、いける。

と思ったサービスが既存していたときだ。そのたびアイディアをいちから練り jl'(す作業を 3flllllrr~ 、踊がパンクしそう

になった。結局最終11まで悩んで、強J<111年 1111 半 lìíjに I}.!I~ 、たアイディアで勝負した。それがaE外と!l!\くなかったのが鷲

きだった。しかし、多くの人から指摘していただいたので、このイベントが終わったあともグループで考えていきたい。

今回参加して苦しいこともあったが、イベントを.iJ.Jiして社会人や他午':t{i)の人と111会い、炎D!cできてとても楽しいことも

多くあった。また機会があれば参加したい。改汚点はStartullWeckcndのイベントページに本部:の11ri~が初日以外記，障

されてなく、アルバイトのシフトを凋燃するときにl付ったので、 H胞を191雌にしてほしい。

私はこの授業を大学生で起業した知り合いに附められて受，i院しました。 第 11"1のプレイベントから、多くの刺激を受

け、いい仲間たちとHI会い、今でもなお共に，!.tiしたりビジネスを，Ihllijする院の{IIIの人もい求す。できることならばもっ

と早くからこの授業を受講し・たかったと思っています。 Startllp¥Vcekcnd本市;では、プレイベントとは全く違う、多

くが社会人という状況で、特に砿はチームの構成が8人'116人が社会人の)jという状況でした。チーム内で会議が始ま

っても何を言っているか.f!1!解することがあれ、っぱいで、発iIしたくてもできませんでした。 しかし1'1分の無能さを実

感したり、今後なりたい1'1分がよりはっきりするようになったりと、非常に濃い時1111を過ごせました。 今、 Startup

IVcckcnd で知り合った十1 1 1111 とビジネスをしています。この純験から私は文~U)J， ，0:味のある話し合い、アンテナの振り

方など多くのことを学びました。参加してみ=~~i によかったと思っております。ありがとうございました。

自分のキャリアについて思い悩んでいた時期に参加したので、このイベントに参加したことはとてもいい契機になりま

した。色んなパックグラウンドを持った)j々 、起業家はもちろん、公必会，11・1:、社長、1Tのエキスパート、教師など

色んな人と会話して、自分の視野を広げていくことができたと思いますc

前々から起業にとても興味があり、将来・起業を巧-えていたのですぐに刷修することを決めました。二:'liillJのプレイベン

トで自分のアイディアを発炎したのですが、グループワーキングが策しく、また社会人のかからも"1分のアイディアに

足りないところをアドバイスしていただき、 t'tif(な体験でした。ビジネスモデルについてここで学んだことはどんなに

面白いアイディアでも、 I利益がしっかりとでるかJ rそのサービスが本吋に人の助けになるか(社会問題解決になる

か)J rリスクを少なくするJiit.はあるのかj この三つを・訴しっかりさせないと企業が採則したくなるビジネスモデ

ルにはならないことがこの講義をilliして学びました。実際に干1‘述チームのアイディアはてつ11と三つ日がしっかりして

いなくて優勝はできなかった。これから企業へJ'I分のアイディアを提案寸・る機会は絶対に/11てくるし、何かを提案する

際に廿となるポイントを 3つおさえて挑みたいと思います。

改詫?\~ : ;本訴参加できない'1:j，主治旬、た。孜々 、 'H主が wcbメールをチェックしていないのが:l!Sいですが、本語干のイベン

トを出ないと単位認定されなL、行をl位初の説明会で伝えてほしかった。もしくはcmaiIで投録させるべきとおもいま

す。お願いします。

自分は今回講義でStartllpWeckendに参加したのですが、講義があると知る以liiiから StartupWeckcdには目的を持つ
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て参加するつもりだったので、議義として参加することになってもイベントにはたくさん時間をかけたし、色々な失敗

や、学び、いろいろな人との交流・意見交換ができ、満足度はかなり Ilriかったが、ただの講義(単位)として参加した

生徒が肘るという IIf能性があってその点の満足度が低いです"そして、他の・般人(社会人の方)から rq:/J:I:t1jt{なと

して来ているんだね。 Jと、 JC突いで言われたことがかなり伽しかった。今lulの講義はその講義を受けている11年だけで

はなく、講義後の n 分の，t:JJ;oや行動に大きな影響を 1]・える・J~になったので、参加して本当に良かったです。

人生の中でも白mな経験で、参加できて良かったとJ思っています。実際、にビジネスとしてスタートしたいということで、

イベント後にも辿絡をとって進めています。偶々かも知れませんが、これほど情報リテラシーの高いチームで共同作業

したことが初めてで、 I位前iに裂しかったです。

私は4月に 2~I'.IJ:.になり、 I ~I'.II年よりも行動力を尚めたい、色々なニとにチャレンジしたいと思い大角先生の講義内作

説明を聴し、て、今IWのベンチャー企業入門を受講しました。プレイベントには21亘l参加したのですが、 l"'i)jとも途'11で

抜けないといけなくて、グループワークには参加できませんでしたのなので11:政本番を迎えることが恐かったです。そ

して 7月 311の本訴を迎えました。そこでたくさんの社会人がL、ることに驚きました。結巣的に私が所糾したチームは

全員大学生のチームで'ごみ箱Wi-Fi
H
を作りたいといったものでした。しかし結局それはうまくし、かず訴すごみ舗とし

てプレゼンしました。俊勝はできませんでしたが、とても楽しかったです。改善点なのですが、せっかく社会人と lか

ら同じものを削る機会があるので、チーム分けで社会人と学生が必ず-紺になれたらいいなと思いました。広たちのチ

ームには社会人がいなかったので、結Mは実際に社会で働いている人の生のUo見を聴けなかった、なので社会人と学生

を混合にしたチーム分けがあったらいいなと思いました。そう寸・れば、学生の人脈も広がるので。

今回、この講指に参加して感じたことは、白分に熱が.li:りなし、ということでした。 StartUpWeekend では、 l~ilUJ の'児科

に時間を割11'-'、ていたこともあり、 1'1分の案をおIiることができず、 1分間ピッチを発表しませんでした。結1仏自分の思

う良いチームに参加しましたが、発衣を通して文持されたものに、強火していない I~I 分が声を上げて修正をかけたり、

引っ張って行ったりすることができず、イベント中もその後も悔しく思っていました。しかし、このような経験をする

ことで、自分の怠見をi泊して思いきりやっていくことが、 -1作業しいことではなb、かと思うようになりました。この経

験を活かし、これから先のグループワークで活かしていきたいと思います。
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③ 「ベンチャー起業入門Jの評価と課題

講義全体終了後、 7月22日に開催場所でもあった宜野湾Gwaveのインキュベーション・ルー

ムで、担当者及びオーガナイザーによる反省会と、ビデオ・エスノグラフィーによる分析を行っ

た。ここでは、その概要を整理しておきたい。

(総合的な観点)

(a) ベンチャー起業入門の目的は、起業することそのものではなく、起業家精神の醸成や起業

家的資質をもった人材の育成であり、 StartupWeekendの目的・手法と一致する。また、講

義設計の基本となっているのが、世界中で展開されているリーンスタートアップであり、今

後も連携により、起業家育成プログラムの精線化と普及を図ることは、大学にとっても、地

域社会にとっても有!日である。

(b) 実際の起業に関する教育も必要ではあるが、ベンチャー起業入門は、全学部・全学年の学

生が受講できる共通科目として開設されていることから、まずは、起業家的なものの見方や

考え方を身に着けてもらい、起:業の知識やノウハウなどは、別の科目や外部セミナ一等を紹

介することで対応することが望ましい。目的は、あくまでも起業家精神の醸成であることを

再確認した。

(c) 後期間講予定の「ベンチャー起業実践jは、 2月13日開催の沖縄学生ビジネスプラン・

コンテストへのエントリーと参加、及びリポートで単位認定する方向で、さらに検討を続け

る。

(d) 後期の集中講義[ベンチャー・ビジネス論J(専門科目)で、事業計画の作成、産学官連
携推進機構の実施する講演会・セミナー、実習を採用する方向で協議を進める。可能であれ

ば、電子商取引をはじめとした低いリスク、元手が少額で可能なライト・スタートアップの

演習を取り入れた講義設計を行いたい。

(良かった点)

(a) ベンチャー起業入門と StartupWeekendの目的が一致しており、アカデミズムと実践的活

動の融合を無理なく実現できる。

(b) 短期間の聞に、多くの起業家、実務家と交流することができることから、社会人基礎力(ジェ

ネリック・スキル)の醗成が可能である。

(c) 過去2年の経験上、大学単独ではメンタ一役をそろえるのが困難であるが、 Startup

Weekendと協働することにより、この問題が解決される。

(d) 宜野湾Gwaveのインキュベーション・ルームで開催したことから、場所の雰囲気、機器

類等、学習環境が優れており、本学の教室で行うよりは学生のモチベーションが上がる。

(e) これまでの経済産業省の報告書で指摘されている、起業家教育における「リアリティ不足j

という課題が大幅に改善できる。

(f) 短期インターンシップの代わり、ないしは、キャリア教育の一環として採用しでも十分効

果的なプログラムである。あるいは、大学には、インターンシップや就活前の効果的な対策

F
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セミナーとしてアビールしでも良いかもしれない。

(g) 学生だけの講義の場合は、慣れ合いになる、あるいは思い込みだけになる可能性があり、

経験盟75な社会人が参加lすることにより、それを回避できる。

(h) 過去二年開催した、週一聞の 15回講義よりも、今回のような短期集中の方が効果が高い

と感じられる。

(課題・改善点等)

(a) 産学官民、お互いの目的や立場を最大限尊重し合いながら進めることが不可欠であり、こ

の理念をさらに共有しておくことが必要である。

(b) プログラムの成果は、ファシリテーターの力量に負うところが大きいので、今後、多数育

成しておくことが必要である。

(c) 可能であれば、醸成されるスキルが可視化できるような評価システムを開発することも検

討課題である。学生にとっても、社会人にとっても、測定が困難なスキル、能力の修得状況

が目に見える形で示すことができれば、モチベーションが向上、継続することが期待できる。

(d) 運営資金の聞から、 StartupWeekendを継続的に支援してくれるスポンサーの開拓も不可

欠である。

(c) 単位取得だけを目的として受講する学生への対処も早急に検討しておく必要がある。講義

の人気を高め、そのような学生を排除するのも良いが、できるだけ起業教育への最初の入り

口として間口を大きくしておくことも重要であり、バランスをとっておきたい。また、単位

取得ができなくても、学生が参加lしたくなるほど魅力的なプログラムになるよう改善してい

くことも必要である。

(f) プレイベントの開催は学生にも好評であったが、テーマ設定は再考した方が良い。"All 

For Okinawa"では世界観が閉じてしまい、ネガテイプに受け取られることもある。よりグロー

パルを意識させるテーマの方が良いのではないだろうか。

(g) 共通科目ということもあり、最低限必要な専門科目を身に着けていない学生も参加するこ

とになったが、 CTLの理念を活かし、座学の部分の連携(マーケティングや起業を考える

うえでの基本的な知識、ノウハウ等)も検討課題であるc

(h) 将来的に、大学コンソーシアム沖縄を通じた単位互換により、広く普及させていくことも

重要である。

( i ) 県外メディアにも注目されるよう、次回に向けて工夫する。

(j) 大学の講義や課外セミナーとの連携の在り方の先進モデルとして、効果を明らかにしてい

くことも必要である。

(k) 大学教育改革で推奨されているアクテイプラーニングとしての意義と効果の科学的根拠を

明確にすることにより、キャリア教育との一元化を図ることも将来の方向性として考えられる。

w.展望と今後の方向性

以上、平成 27年度に StartupWcckend Okinawaと述携して実施した「ベンチャー起業入門」
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の実施概要とアンケート評価を整理した。

序でも触れた通り、今回の講義のデータと観察から得られた知見を参考に、実効性の高い先

進的なアクテイプラーニング・プログラムを開発・実践し、次世代型キャリア教育モデルをデ

ザインしていく予定である。今後の研究及び実践の特色は次の通りである。

(a) 従来、別々に行われてきたキャリア教育と起業家育成教育を融合させ、アクテイプラーニ

ングを活用した次世代型キャリア教育(キャリア教育3.0 )の構築を目指す。

(b) C T Lの理念を基に、学部専門教育・座学とキャリア教育の一元化を図る。

(c) 実効性の高いアクテイプラーニングが、より多くの教育機関で実施されるように、手法の

標準化と評価の可視化を行ない、共有する。

(d) 就業意識や自己効力感の低い沖縄学生の地域特性を考慮したプログラム開発を試みる。

(e) 生涯に渡る知識活用能力を修得するデイープ・ラーニングとライフキャリアを統合する。

(0 経営学、心理学、教育学、行動科学、政策分野や脳科学等との学際的・分野横断的研究を

行ない、科学的根拠を蓄積する。

(g) 観察分析手法として、ビデオ・エスノグラフィー(※集団の行動様式をビデオ観察によっ

て詳細に分析する手法)を用いる他、ビッグデータの分析を産学官協働で多角的に行なう。

これらを着実に展開することにより、学生の学習意欲と社会や職業に対する関心が高まるだ

ろう。また、起業家精神の修得により、従来のキャリア教育よりも、レジリエンス、課題発見・

解決能力と創造力も高まるものと予想している。さらに、企画運営が困難なアクテイプラーニ

ングの手法の標準化により、積極的に高次の、あるいはデイープ・アクテイプラーニングに取

り組む教員が増加し、結果として、大学教育改革を促進する可能性がある。特に、就業意識や

自己効力感の低い沖縄の学生に対して有効なプログラムは、他の都道府県においても向い効果

が則待できる。政策的にも、起業家教育とキャリア教育の一元化によって、我が国の地方創生

政策で最も必要とされているイノベーションの担い手=起業家的人材の育成につながるものと

考えられる。(iI;9) 

今回の StartupWeekend Okinawaの内容を再吟味し、先進的な研究論文のリビューと内外の

事例研究を行いながら、科学的根拠に基つ3、無理なく自然体で21世紀型能力が修得できる、
キャリア教育3.0を確立していきたい。

(脚il:)

i主1.CfLに閲しては、例えば、松本浩司「 アメリカのキャリア教育における f文脈的な教授・学習 (contextual

teaching & learning) Jの特質Jrカリキユラム耐究j第 16り， pp・M・18、2007年、/IiJrアメリカの教員養
成教育カリキユラムにおける「文脈的教授・学刊j ージョージア大学でのIl~J発プロジェクトにitll してーj
Iカリキユラム研究j第 19号、 pp.59・70、201011'等が参考になる。

注 2.コーオプ救打(Cooperative日ucation) に閲しては、例えば、京都産業大学レポジトリ (http://hdl.handle.

netハ0965/993)所蒋の、 III中寧「コーオプ教育の眠史と現状、および、 11本における展開とその調題Jr高
等教育フォーラムj第3号、 pp.9・20、20日年が.1下しい。コーオプ教育は 1906年にハーマン・シユナイダー

-17-



琉球大'芋・純i科研究(第 91号)2016年3}J

によって開始されたとされ、片~r/! と現場における就業体験を融合させた教育制度を意味する。

il: 3.リクルート進学総:研『キャリアガイダンスJ(平成 26年 10}J、vol.404、pp.32・330) に先進事例の・っと

して紹介されている。 (hup://soukcn.shingakunct.com/career_g/2014/1 0/voI40420 141 0・760r.htmlでも閲覧可能
である。)千成 26{f・伎の、キャリア教育俊良教育委u会、学校及びPTA団体~.~;の推薦調書については、

http://www.mcxt.go.jp/b_menu/houdouβ6/12/ーicsFilcs/alicldfileβo14/12/15/1353755_02.pdfを参!m。

il: -1. ;1>: 1";.:の内存は、次の文献を参考に、筆者・のアイデアを整理したものである。①株式会社i兵銀総合研究所

十I~成 24 年度総合調査研究:キャリア教官の内容の充実と tP及に関する調査報行書j 20日年。②←三菱U

FJリサーチ&コンサルテイング(株)r起業家教ff導入実践の手引きj20071f.o③「キャリア教育の推

進に|則する総合的調官研究協力行会議羽I:'f{'!= J 2006 11: 1 } L， (1) n '1:.きる力Jを育む起業家教育のスス
メJ2015年3 ③文部科学省.[対抗教育政策研究所 ifキャリア教育j資料集J2014年。③「アクテイブ
ラーニングJrKawaijuku GuidelincJ、pp.44・46、2010年。⑥「大学のアクテイプラーニングJrKawaijuku 

GuidclineJ、 pp.27・37、2011年。⑦河合数による、「大学の教ff}Jを見る「大学:のアクテ fプラーニング調

査JプロジェクトJ(hup:llwww.kawaijuku伊'/research/active1earning/)、@エントウイスル .N.IIIU栄一.lfH学

生の理解を，f(視する大学授業J2010年、 1.:川大学wm訪Bc
il: 5. 京都大学高等教育研究センターの講 t:tt~ .H:によると、アクティプラーニングは、学習の形態に関わる概

念であり、学生参加、協同、協調学習や問題解決サ:がある。また、デイープラーニングは、学習の抗に関

わる概念であり、概念を既存の知識や経験と関連付ける深い学習のことである。これらが融合する学習が

デイープ・アクテイプラーニングであり、生涯忘れることのない知識活用能力を、アクテイプラーニン

グで修得する学習スタイルである。 f大人数講義における匁lをふまえたアクテイプラーニング型段業(ピ

アインストラクション)の開発J(河合熱・ RIASECi:f佳PROGセミナー配布資料:2012 2012.7.14 ( j二): 

http://www.kawai-juku.ac.jp/prog/cvcnl/pdf/20 12progosa_ 4.pdf)、部 1:慎一Iカリキユラム概念の税理とカリキユ
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導入の工夫Jr21 世紀教育フォーラムj第8号、 pp.13・21、2013年、等を参照。

il: 6.大学教育再生加速プログラムについては、 http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/ap/ を参照。

jJ: 7 .拙稿「産学述~教育の新展開1 レジリエンスを尚める起業家fJ成教育、 J r琉球大学経前研究j抑制号、
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